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学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨

大
山
梓
氏
学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨

論
文
題
目
「
旧
条
約
下
に
於
け
る
開
市
開
港
の
研
究
」

　
学
位
請
求
の
た
め
の
大
山
梓
氏
提
出
の
論
文
は
、
『
旧
条
約
下
に
於
け
る
開

市
開
港
の
研
究
』
と
題
し
、
そ
の
内
容
は
、
序
、
第
一
節
安
政
条
約
と
附
属
取

極
、
第
二
節
三
港
闘
港
と
居
留
地
、
第
三
節
二
都
二
港
開
市
開
港
と
居
留
地
、

第
四
節
条
約
改
正
と
居
留
地
、
結
論
、
以
上
の
部
分
よ
り
成
る
四
百
字
詰
用
紙

五
百
七
十
九
枚
の
論
文
で
あ
る
。
論
者
は
本
研
究
の
目
標
に
つ
い
て
、
序
の
中

で
「
旧
条
約
下
の
開
港
開
市
の
規
定
、
居
留
地
の
存
否
、
居
留
地
の
性
格
、
各

居
留
地
の
特
質
な
ど
を
検
討
し
、
併
せ
て
条
約
改
正
の
外
交
交
渉
と
関
連
し
、

居
留
地
の
制
度
が
、
い
か
に
処
分
さ
れ
た
か
を
考
察
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
抑
も
旧
条
約
即
ち
安
政
五
国
条
約
の
下
に
生
じ
た
所
謂
外
人
居
留
地
の
制
度

は
、
領
事
裁
判
権
（
治
外
法
権
）
及
び
協
定
関
税
制
度
と
共
に
、
幕
宋
開
国
期

に
お
い
て
我
国
民
に
負
荷
さ
れ
た
不
平
等
条
約
に
基
づ
く
開
市
開
港
の
果
実
で

あ
り
．
こ
れ
ら
外
国
権
益
の
消
滅
を
望
む
我
国
民
の
願
望
が
条
約
改
正
間
題
と

し
て
、
長
く
我
内
政
外
交
上
の
大
目
標
で
あ
つ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
も
安
政
五
年
よ
り
陸
奥
改
正
条
約
の
成
果
と
し
て
明
治
三
十
二
年
居
留
地

制
度
が
廃
止
と
な
る
ま
で
の
四
十
年
間
は
、
領
事
裁
判
権
も
関
税
協
定
権
も
、

主
と
し
て
開
港
市
場
の
居
留
地
を
背
景
に
条
約
国
人
の
享
有
す
る
も
の
で
あ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二
　
　
　
（
五
六
〇
）

た
か
ら
、
居
留
地
制
度
の
研
究
こ
そ
は
、
我
国
不
平
等
条
約
研
究
上
の
眼
目
と

も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
居
留
地
の
実
態
は
、
日
本
側
の
統
一

的
対

策
の
欠
如
と
外
国
人
側
の
恣
意
的
行
為
と
に
よ
つ
て
、
．
そ
の
時
期
及
び
場
所
に

ょ
り
細
目
的
に
は
相
違
を
来
た
し
て
複
雑
多
岐
な
様
相
を
呈
し
、
且
つ
そ
の
記

録
も
多
く
散
侠
し
て
い
て
実
態
把
握
が
容
易
で
な
い
儘
に
、
今
日
ま
で
そ
の
綜

合
的
研
究
乃
至
は
変
遷
過
程
の
史
的
研
究
は
、
全
く
試
み
ら
れ
て
い
な
か
つ

た
。
論
者
の
研
究
は
、
端
的
に
こ
れ
を
評
す
れ
ぽ
、
こ
の
分
野
の
学
間
的
空
白

を
埋
め
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　
第
一
節
「
安
政
条
約
と
附
属
取
極
」
は
、
条
約
規
定
と
開
市
開
港
、
附
属
取

極
と
開
市
開
港
、
行
政
組
織
と
土
地
制
度
の
三
項
に
分
れ
て
い
て
、
本
研
究
の

総
論
の
部
分
と
認
め
ら
れ
る
。
論
者
は
本
節
に
お
い
て
、
先
ず
開
港
場
と
開
市

場
と
を
明
白
に
区
別
し
、
安
政
五
国
条
約
上
、
前
者
は
「
居
留
（
永
久
居
住
）

の
条
約
国
人
が
土
地
を
賃
借
し
、
建
物
を
購
入
し
、
住
宅
倉
庫
を
建
築
す
る
権

利
を
有
す
る
区
域
」
、
後
者
は
「
逗
留
（
一
時
居
住
）
の
条
約
国
人
が
単
に
建
物

を
賃
借
す
る
権
利
を
有
す
る
区
域
」
即
ち
「
条
約
上
、
相
対
借
家
の
雑
居
地
」

と
原
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
安
政
条
約
に
基
づ
い
て
地
方
官
憲
と

領
事
（
場
合
に
よ
つ
て
は
幕
閣
と
公
使
）
と
の
間
に
約
定
さ
れ
る
筈
の
附
属
取
極

（
地
所
規
則
、
港
則
等
）
に
問
題
が
あ
る
と
す
る
。
即
ち
こ
れ
ら
附
属
取
極
に

お
い
て
屡
々
右
の
条
約
原
則
が
無
視
さ
れ
て
逸
脱
し
た
取
極
が
結
ば
れ
た
軌

（
開
市
場
た
る
東
京
の
築
地
居
留
地
、
開
港
場
に
変
更
さ
れ
る
以
前
の
大
阪
居
留
地

の
如
ぎ
は
、
附
属
取
極
の
約
定
に
際
し
日
本
側
が
条
約
外
の
譲
歩
を
し
た
も
の
と
断

じ
て
い
る
）
、
ま
た
地
方
官
憲
の
承
認
な
し
に
領
事
側
で
恣
意
的
に
規
定
し
た
例

（
長
崎
港
則
等
）
も
あ
り
．
更
に
条
約
国
人
側
が
勝
手
に
約
定
居
留
地
外
の
市



街
地
に
借
家
居
住
し
て
こ
れ
が
慣
習
化
し
た
り
し
た
（
例
、
函
館
）
た
め
、
各

開
港
市
場
に
お
け
る
実
情
は
、
居
留
と
逗
留
と
の
区
別
も
実
際
に
は
行
わ
れ
な

か
つ
た
こ
と
と
相
侯
つ
て
、
そ
れ
が
徒
ら
に
事
端
を
滋
く
し
た
所
以
と
明
言
し

て
い
る
。
従
つ
て
論
者
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
例
え
ぽ
ハ
リ
ス
条
約
の
和
文
に
い

5
「
只
商
売
を
為
す
間
に
の
み
逗
留
す
る
事
を
得
べ
し
」
即
ち
、
開
市
場
に
お

い
て
は
一
時
居
住
の
み
を
認
め
る
と
い
う
条
項
は
、
幕
府
側
の
「
意
識
的
誤
訳

で
あ
ろ
う
」
と
す
る
説
（
『
横
浜
市
史
・
第
二
巻
』
石
井
孝
氏
）
や
、
「
安
政
条
約

の
相
対
借
家
の
雑
居
地
は
居
留
地
設
定
ま
で
の
暫
定
措
置
で
あ
つ
た
」
と
す
る

説
（
『
東
京
都
市
紀
要
・
築
地
居
留
地
』
川
崎
房
五
郎
氏
）
の
如
き
は
、
い
ず
れ
も

誤
り
と
な
る
。

　
次
に
居
留
地
に
お
け
る
借
地
権
取
得
の
方
法
、
自
治
行
政
の
状
態
」
地
代
賦

課
の
実
情
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
行
わ
れ
た
各
居
留
地
毎
に
、
霧
し
い
外
務
省

記
録
や
現
地
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
等
か
ら
索
出
し
て
、
例
え
ば
長
崎
居
留

地
に
お
い
て
万
延
元
年
か
ら
明
治
九
年
ま
で
の
十
六
年
間
行
わ
れ
た
「
行
事
」

（
外
人
自
治
行
政
委
員
）
の
権
限
と
か
、
横
浜
居
留
地
に
お
い
て
元
治
元
年
か

ら
慶
応
三
年
ま
で
の
三
年
間
行
わ
れ
た
「
ポ
リ
ス
」
（
外
人
警
察
）
の
実
態
と

か
、
ま
た
中
国
の
多
く
の
租
界
の
場
合
と
異
り
日
本
の
居
留
地
に
お
い
て
は
借

地
外
人
か
ら
地
代
が
確
実
に
徴
収
さ
れ
た
状
況
等
、
居
留
地
に
お
け
る
多
様
な

外
国
行
政
の
変
遷
に
つ
い
て
、
詳
密
な
比
較
検
討
を
加
え
て
い
る
。

　
第
二
節
「
三
港
開
港
と
居
留
地
」
は
、
長
崎
、
函
館
、
横
浜
の
各
開
港
場
の

居
留
地
に
つ
い
て
、
第
三
節
「
二
都
二
港
開
市
開
港
と
居
留
地
」
は
、
神
戸
、

大
阪
、
東
京
、
新
潟
及
び
夷
港
の
各
開
港
市
場
の
外
人
居
住
地
に
つ
い
て
述
べ

て
い
て
、
い
わ
ば
本
研
究
の
各
論
の
部
分
で
あ
る
。
前
者
の
三
港
と
後
者
の
五

　
　
　
　
学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨

港
市
と
は
、
幕
末
期
外
交
上
一
大
難
関
で
あ
つ
た
所
謂
二
都
二
港
開
市
開
港
延

期
事
件
を
挾
ん
で
、
単
に
開
港
市
の
時
期
を
異
に
す
る
ぽ
か
り
で
は
な
く
、
条

約
附
属
取
極
の
方
針
に
お
い
て
も
差
異
が
あ
つ
た
こ
と
を
、
個
々
の
関
係
取
極

に
つ
い
て
詳
細
に
研
究
し
て
い
る
。
且
つ
前
者
の
三
港
間
に
お
い
て
も
、
例
え

ば
「
港
則
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
長
崎
の
も
の
は
英
米
領
事
が
檀
に
作
成
実
施

し
、
函
館
の
も
の
は
奉
行
と
英
米
代
表
と
が
合
意
し
て
お
り
、
、
ま
た
「
地
所
規

則
」
に
し
て
も
、
長
崎
の
そ
れ
は
奉
行
と
領
事
団
と
の
合
意
に
よ
り
、
横
浜
の

そ
れ
は
領
事
側
が
勝
手
に
作
成
し
た
こ
と
等
、
そ
の
成
立
か
ら
変
遷
に
つ
い
て

詳
細
に
比
較
検
討
を
加
え
て
い
る
。

　
明
治
初
年
期
に
お
い
て
外
国
人
自
治
行
政
の
行
わ
れ
た
各
居
留
地
を
通
じ

て
、
行
政
費
中
警
察
権
行
使
の
た
め
の
経
費
が
嵩
み
、
そ
れ
が
自
治
行
政
権
を

地
方
官
憲
へ
返
還
す
る
最
大
原
因
と
な
つ
た
こ
と
、
例
え
ぽ
長
崎
居
留
地
に
お

い
て
は
明
治
九
年
に
外
人
行
政
委
員
会
か
ら
長
崎
県
庁
へ
移
管
さ
れ
た
が
、
同

県
は
居
留
地
内
の
施
設
維
持
費
と
し
て
、
明
治
二
十
二
年
の
居
留
地
内
民
有
地

の
政
府
買
上
に
至
る
間
、
何
等
の
立
法
措
置
を
講
ず
る
こ
と
な
く
、
居
留
地
内

借
地
外
人
よ
り
徴
収
し
た
地
代
を
二
割
天
引
し
て
邦
人
地
主
に
手
交
し
た
所
謂

二
割
金
問
題
の
経
緯
を
審
ら
か
に
考
証
し
て
、
従
来
の
官
費
に
よ
つ
て
支
弁
さ

れ
た
と
す
る
説
（
例
、
言
℃
器
竃
あ
巨
夢
名
①
馨
窪
b
望
き
畦
帥
導
の
ぼ
影
冨
昌
導
血

浮
§
。
霊
首
目
。
百
鵯
壽
U
契
胆
し
8
ω
ー
一
。。
①
o

。
●
）
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
。

長
崎
居
留
地
に
お
け
る
外
人
自
治
廃
止
の
経
過
は
、
外
務
省
記
録
焼
失
の
た
め

『
日
本
外
交
文
書
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
し
、
『
長
崎
市
史
』
に
も
言
及
さ

れ
て
い
な
い
が
、
論
者
は
長
崎
図
書
館
蔵
の
文
書
中
か
ら
そ
の
資
料
を
発
掘
し

て
い
る
。
函
館
「
地
所
規
則
」
の
邦
文
の
も
の
は
外
務
省
蔵
『
続
通
信
全
覧
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
山
ハ
一
二
　
　
　
　
（
五
六
一
）



　
　
　
　
学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨

に
載
つ
て
い
る
が
、
論
者
は
函
館
市
立
図
書
館
蔵
の
文
書
中
か
ら
そ
の
英
文
の

も
の
を
発
見
し
て
い
る
。

　
従
来
、
地
方
史
家
が
屡
々
居
留
地
自
体
を
治
外
法
権
区
域
と
考
え
勝
ち
の
た

め
か
、
地
方
史
書
に
お
い
て
居
留
地
警
察
権
の
回
収
運
動
に
つ
い
て
言
及
し
た

も
の
は
、
殆
ど
こ
れ
を
認
め
難
い
が
（
尤
も
東
京
、
函
館
両
居
留
地
に
お
い
て
は
、

約
定
は
あ
つ
た
が
当
初
か
ら
条
約
国
人
に
よ
る
警
察
権
の
行
使
は
実
際
に
は
行
わ
れ

な
か
つ
た
）
、
論
者
は
神
戸
及
び
大
阪
居
留
地
の
各
「
行
事
」
警
察
と
地
方
警
察

と
の
権
限
争
い
や
、
そ
の
交
渉
の
経
緯
を
追
究
し
て
事
情
塗
明
白
に
し
て
い

る
。
ま
た
新
潟
に
お
け
る
外
人
の
居
住
形
態
（
雑
居
）
と
借
地
制
度
に
関
す
る

研
究
に
お
い
て
、
結
局
、
同
地
に
は
居
留
地
が
設
定
さ
れ
ず
従
つ
て
永
代
借
地

も
存
在
し
な
か
つ
た
事
実
を
立
証
し
、
従
来
新
潟
に
も
永
代
借
地
権
が
設
定
さ

れ
て
い
た
と
す
る
通
説
（
例
、
新
日
本
史
大
系
『
近
代
社
会
』
下
村
富
士
男
氏
）

を
否
定
し
て
い
る
。

　
第
四
節
「
条
約
改
正
と
居
留
地
」
は
、
居
留
地
制
度
の
廃
止
を
初
め
て
列
国
と

の
交
渉
の
場
に
の
せ
よ
う
と
考
え
た
岩
倉
大
使
の
時
期
か
ら
、
続
い
て
寺
島
、

井
上
、
大
隈
の
各
外
務
卿
・
大
臣
に
よ
る
改
約
交
渉
時
代
を
経
て
、
日
清
戦
争
前

後
期
の
法
権
撤
廃
の
改
約
成
功
に
伴
い
明
治
三
十
二
年
居
留
地
制
度
廃
止
に
至

る
陸
奥
外
相
時
代
ま
で
を
、
五
期
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
対
す

る
論
者
の
研
究
は
、
居
留
地
問
題
を
軸
と
す
る
条
約
改
正
交
渉
史
で
あ
る
が
、

従
来
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
改
約
交
渉
に
つ
い
て
論
じ
た
者
は
な
か
づ
た
。
し

か
も
論
者
は
こ
の
部
分
に
お
い
て
も
．
幾
つ
か
の
事
実
を
初
め
て
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
例
え
ば
内
地
開
放
の
提
案
を
、
要
路
者
の
反
対
を
押
え
て
決
定
し
、

所
謂
鹿
鳴
館
時
代
を
惹
起
し
て
欧
米
崇
拝
者
の
如
く
い
わ
れ
た
り
も
し
た
井
上
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外
務
卿
が
、
県
令
県
知
事
を
し
て
遠
慮
な
く
、
借
地
料
滞
納
の
外
国
人
（
英
人
、

蘭
人
）
を
領
事
法
廷
に
訴
え
さ
せ
て
、
滞
納
に
対
し
強
硬
な
態
度
を
以
て
臨

ん
だ
事
実
（
地
券
取
消
や
家
屋
公
売
の
決
定
も
あ
つ
た
）
は
、
論
者
に
よ
つ
て
初

め
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
例
え
ば
、
米
国
人
が
居
住
し
米
国
商
船

が
出
入
す
る
函
館
港
の
米
国
領
事
館
を
、
彼
国
側
が
一
方
的
に
閉
鎖
し
た
こ
と

に
対
す
る
日
本
側
の
抗
議
（
明
治
十
六
年
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
こ
と
が
い

え
る
。

　
「
結
論
」
の
中
で
、
明
治
三
十
二
年
七
月
居
留
地
制
度
そ
の
も
の
が
廃
止
と

な
っ
た
時
点
に
お
い
て
．
「
条
約
諸
国
が
日
本
領
土
内
の
特
定
地
点
で
行
使
し

て
い
た
唯
一
の
権
力
た
る
神
戸
居
留
地
及
び
大
阪
居
留
地
の
二
箇
所
の
地
域
的

権
力
も
、
そ
の
面
積
が
僅
か
に
五
万
五
百
八
十
一
坪
八
五
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。

そ
の
他
の
外
国
人
の
居
住
地
域
で
、
日
本
が
唯
一
且
つ
専
属
に
管
轄
し
て
い
た

面
積
が
、
四
十
六
万
五
百
六
十
九
坪
〇
四
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
の

数
字
か
ら
も
、
日
本
に
お
い
て
は
ア
ジ
ア
の
諸
国
と
異
り
居
留
地
の
自
治
行
政

が
真
に
発
展
し
な
か
つ
た
事
実
を
物
語
つ
て
い
る
」
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
、
論
者
提
出
論
文
の
特
徴
と
も
い
う
べ
き
点
を
挙
げ
た
が
、
本
論
文

は
、
我
国
外
人
居
留
地
に
対
し
て
初
め
て
試
み
ら
れ
た
制
度
史
的
研
究
と
称
す

べ
き
も
の
で
あ
り
、
且
つ
各
居
留
地
に
現
実
に
行
わ
れ
、
ま
た
行
う
た
め
に
擬

定
は
さ
れ
た
が
実
際
に
は
行
わ
れ
な
か
つ
た
と
こ
ろ
の
条
約
附
属
の
諸
取
極
類

を
網
羅
収
集
し
た
上
に
、
各
居
留
地
の
実
態
に
つ
い
て
比
較
論
証
さ
れ
た
新
し

い
研
究
で
あ
る
。

　
併
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
居
留
地
の
出
現
は
、
清
国
に
お
け
る
租
界
の

場
合
と
同
様
、
共
に
十
九
世
紀
中
葉
に
欧
米
列
強
に
よ
り
極
東
の
後
進
国
に
対



し
て
加
え
ら
れ
た
「
国
の
中
の
一
小
外
国
」
即
ち
、
ぎ
づ
霞
冒
目
ぎ
ぎ
冨
匡
o
と

い
う
重
圧
で
あ
る
か
ら
、
若
し
論
者
の
居
留
地
に
対
す
る
制
度
的
研
究
が
、
租
界

の
そ
れ
と
比
較
し
て
論
じ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
論
者
の
結
論
の
一
部
が
更
に
精
彩

を
放
つ
と
同
時
に
、
外
国
権
益
の
撤
廃
に
対
す
る
往
年
の
日
本
外
交
と
中
国
外

交
と
の
差
異
が
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
も
明
瞭
に
表
わ
れ
て
、
殊
に
日
本
の
為

政
者
が
一
層
開
明
的
、
積
極
的
で
あ
つ
た
こ
と
が
同
じ
不
平
等
条
約
か
ら
の
脱

却
に
早
く
成
功
し
た
所
以
で
あ
る
こ
と
を
、
立
証
し
得
た
と
思
う
。
ま
た
本
論

文
中
に
、
居
留
地
制
度
の
出
現
か
ら
そ
の
廃
止
に
至
る
間
の
背
景
に
つ
い
て
の

外
交
史
的
叙
述
が
少
い
こ
と
は
、
直
接
に
は
本
研
究
に
と
つ
て
は
必
要
の
な
い

こ
と
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
複
雑
多
岐
な
居
留
地
制
度
に
対
す
る
考
証
論
究
が

頗
る
詳
密
に
行
わ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
問
題
を
全
体
と
し
て
理
解
す
る
上
－
に
点

晴
を
欠
く
如
き
憾
み
が
あ
る
と
思
う
。

　
要
す
る
に
本
論
文
の
如
き
は
、
多
年
外
務
事
務
官
と
し
て
厩
大
な
外
務
省
記

録
の
閲
読
、
検
討
、
整
理
、
取
捨
を
基
礎
に
『
日
本
外
交
文
書
』
の
編
纂
実
務

に
携
わ
つ
て
来
ら
れ
た
論
者
に
し
て
初
め
て
成
し
得
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
学

界
に
新
し
く
且
つ
貴
重
な
知
見
を
加
え
た
も
の
と
い
う
べ
く
、
本
論
文
中
に
示

さ
れ
て
い
る
論
者
の
学
殖
は
法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す

る
に
足
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
昭
和
四
十
二
年
二
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
主
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
教
授
　
法
学
博
士
　
英
　
　
修
道

　
　
　
　
　
　
　
副
査
　
慶
慮
義
塾
大
学
教
授
　
法
学
博
士
　
前
原
　
光
雄

　
　
　
　
　
　
　
副
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
教
授
　
法
学
博
士
　
手
塚
　
　
豊

学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨
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）


